
１ なぜ, 今, ZINEなのか

アメリカやイギリスにおいて, Zine (ジン) とは,

個人やグループが作る小冊子をさし, 自主的に制作し,

自分たちで頒布する印刷物である｡ 日本語では, ジン

やリトルプレス, ミニコミ, 同人誌, フリーペーパー,

などと呼ばれることもある｡ 出版物, 冊子とはいって

も, 印刷した１枚の紙を折ったものから, 数枚をホッ

チキスで綴じたものや製本し背表紙がある冊子まで,

その形態はさまざまである｡ ジンの多くは, 商業的な

利益を求めてはいない｡ 自己表現の手段であり, 自分

以外の他者に何かを伝えるメディアでもある｡ 世界に

１つしかないジンもあれば, 知人たちに手紙のように

届けあう数だけコピーしたものや, 発行部数が数10か

ら数100, それ以上に及ぶ場合もある｡ なかには商業

雑誌のような販路をもつ場合も, 自称ジンと呼ぶこと

はできる｡

ジンという名称は, アメリカで1930年代に SFファ

ンたちが情報を交換し交流するために作った“fanzine”

に由来する｡ 40年あまり後, 1970年代には, パンクロッ

クなどのファンたちによるコピー機で印刷してホッチ

キスで綴じたファンジンが, ライブ会場などで交換さ

れた｡ 1980年代以降は, 他のさまざまなジャンルのファ

ンジン1) が作られ, またアメリカで FACTSHEET

FIVEなど,ジンを紹介する批評雑誌も発行され,世界

のジンのファンたちのあいだで読まれた｡ (Duncombe

2008 [1997]: 11, Friedman 1997 : 13)｡ インターネッ

トが普及した1990年代以降も, ジンは多様に展開し,

さまざまな意味でマイノリティの立場にある人々の,

生の声を伝える手段ともなり, ジェンダーや人種や移

民など多様なテーマを扱ったジンが作られてきた｡ ま

た, アート作品としてのジン (art zine), コミックの

小冊子 (mini comic) もあれば, 日常の暮らしのなか

のパーソナルな体験を表現したジン (perzine), 健康

や料理や道具の使い方, モノ作り, 旅, 環境問題, 人

種差別, 政治について扱うジンもある｡

ジンは, その社会, 時代, あるいは地域について知

る情報の宝庫であるが, 私がこの論文で注目するのは,

個々のジンの内容についてではなく, 紙媒体のジンが,

デジタルな情報化時代に存続しているという現象につ

いてである｡ アメリカやイギリスや日本でも, 地方や

都市でもジンのワークショップやジンフェスなどのイ

ベントが開催されるなど, ジンをめぐる活動が, パー

ソナルにローカルに, ときにはグローバルに展開して

いる｡ ピープマイヤー (2011 [2009]: 17�18) は, ｢ジ
ンは参加型メディアであり, 企業型の文化産業という

より, むしろ消費者たちによって作られるメディアの

ひとつの例であり, 1990年代なかばにインターネット

の興隆によって終焉が予測されていたにもかかわらず,

近年の資本主義文化に継続中の潮流の一部として残っ

ている｣ と述べている｡

｢SNS隆盛の時代に, なぜ, 今, ジンなのか｣, こ

の問いは, 2015年カルチュラル・タイフーンで行われ

た座談会 ｢En-Zine (Zineの輪)：反時代的対話醸成装

置｣2) (2015年６月14日) のテーマでもある｡ この座談

会のコーディネーターである小笠原博毅は学会プログ

ラム (Cultural Typhoon 2015 : 68) に次のように記し

ている｡ ｢1970年代のポピュラー音楽シーンから生ま

れた Zineカルチャーは, いまやネットやラジオなど

他のメディアとの連動によって, インディペンデント

な媒体としてはより先鋭的に, 活字メディアとしては

発生当初とは異なる役割を担っている｡ 特定のファン

ダムや社会・政治時評からオルタナティヴなライフス

タイルの模索に至るまで, Zineは 『同人誌』 文化が

前提としかつ依拠していた内輪の解釈共同体をむしろ

打ち破り, まだ見ぬ外部との対話を作り出す契機とな

りうるのではないか？｣

インターネットが普及しデジタル化した情報が迅速

に世界を駆け巡る時代に, 紙媒体のジン作りに多くの

人が関心をもつ背景には, DIYカルチャー, オルタナ

ティブメディア, 多文化社会, マイノリティ, アイデ

ンティティ, グローバリゼーションとローカリゼーショ
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ンなどさまざまな問題と重ねて考えることができる｡

本稿では, ピープマイヤーがいうジンの ｢参加型メディ

ア (participatory media)｣ という側面に注目する｡ 手

作りの感触を残すモノとしてのジンが, 作り手と読み

手のパーソナルな対話を生みだし, 他者をつなぐコミュ

ニケーション・ツールとなりうる特質を, 筆者がジン

を制作しこれを英米国で頒布するというメディア実践

と, ジンに関わる人々とその活動や場所を取材するフィー

ルドワークをとおしてとらえていきたい｡

本章に続く２では, 筆者の調査研究の方法について

説明し, ３では, 筆者のアメリカにおけるジンカルチャー

との出会いから, Grassroots Media Zine (GMZ) 創刊

に至る経緯を述べる｡ ４では, GMZ制作を筆者のロ

ンドンでの調査研究にとりいれることによって, どの

ように議論の場が生じフィールドワークが展開してき

たかを報告する｡ そして最終章の５では, 座談会

｢En-Zine (Zineの輪)｣ の内容も参考にしながら, デ

ジタルな情報化時代におけるジンカルチャーの意味を

考察する｡

２ メディア実践と調査研究と教育現場

個性あふれる自主制作の冊子をジンと呼ぶことを知っ

たのは, 2010年９月から１年間, アメリカ, イリノイ

州の Urbana 市に滞在したときである｡ その街の

Urbana-Champaign Independent Media Center (UCIMC,

NPO) に, 地域で発行されたジンを集めた Zine Li-

braryがあった｡ サイズや形も多様な冊子が, 政治や

環境や音楽やアートなど, いくつかのジャンルに分類

されてボックスに入っていた｡ 多くのジンは背表紙が

なく, 手にとらなければ, それが何なのか分かりにく

かった｡ ジンを集めた棚の前には, ソファーとテーブ

ルがあり, ゆっくり座って手作りの冊子に触れること

ができた｡

2011年４月から私は, UCIMC内にあるコミュニティ

ラジオ局 WRFU-LP 104.5 FM において, Harukana

Showという毎週１時間の日本語ラジオ番組3) を始め

た (西川 2012)｡ アメリカのラジオ局スタジオと日本

をインターネットで接続して話す生放送番組である｡

帰国後も日本から番組の企画・進行役を担当し, 現在

も, 機材担当のガルザ (Thomas Garza) を含む, ア

メリカ, 日本, 韓国から７名あまりのメンバーととも

に Harukana Show を継続している (西川 2013a,

2013b, 2014a, 2014c)｡

このラジオ番組が扱うテーマの１つが DIY (do it

yourself) カルチャー4) やオルタナティブ・メディア

であり, アメリカや日本のジンについてもしばしば話

題としてとりあげてきた｡ 番組スタッフの一人である

立石尚史が, 日本でジンやフリーペーパーを制作し関

連イベントにも参加していた｡ このため, アメリカだ

けでなく日本における, ｢ジン｣ という言葉の普及や

それをめぐる活動を知ることができた｡ ラジオ番組制

作をとおして日米のジンカルチャーにふれるなかで,

私とガルザが始めたのが, Grassroots Media Zineの制

作である｡ ｢草の根の活動とメディア｣ について扱う

英文冊子であり, これまで No. 1 (2013) , No. 2

(2014), No. 3 (2016) を発行した｡ GMZ創刊号は,

英語圏における ｢日本語｣ ラジオ番組 Harukana Show

の活動を, ｢英語｣ で伝えるために作成した｡ 続く

No. 2, No. 3は, 私が2001年より行っているロンドン

でのフィールドワークを, ｢コミュニティ活動とメディ

ア｣ というテーマのもとでまとめている｡ 日米での

GMZの制作と英米国での頒布をおして, 異なる場所

でのジン文化に改めて接し, そこで得た情報や体験を

ラジオ番組でも伝えている｡

2015年度からは, 科学研究費補助金 (基盤研究 B

海外学術調査, 研究代表者西川麦子) ｢多文化社会に

おける“コミュニティ”活動とメディア戦略に関する

実践的研究｣ を得て, これまでのコミュニティラジオ

番組制作と GMZ発行という２つのプロジェクト (合

わせてグラスルーツ・メディア・プロジェクト5) と呼

んでいる) を継続しながら, 英米での地域活動とメディ

アに関する現地調査を実施している｡ 自らのメディア

実践とフィールドワークを重ねることで, 実践をとお

して学んだことを, 調査研究をとおして再考し, ラジ

オ番組やジン制作をとおして伝え直すというフィール

ドワークの方法ともなっている (西川 2016c)｡

また, 日米英におけるメディア実践とフィールドワー

クを, 大学教育のなかで社会調査やメディア関連の科

目における表現・協働・発信力を培うアクティブ・ラー

ニングの方法としても応用している6)｡ メディア実践,

調査研究, 教育現場での試みが影響しあうトライアン

グルな展開が筆者の研究活動の特徴であるが, 本稿で

は, メディア実践とフィールドワークを中心に扱う｡

３ ジンカルチャーとの出会い

3�1 商業文化に与しないメディア

2011年に Harukana Showを開始してすぐ, UCIMC

で Mini Maker Faire (４月16日) と, Midwest Zine
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Fest (４月30日, ５月１日) が開催された｡ 前者は電

子部品などを使ったモノ作りの, 後者はジンの展示,

販売会である｡ ラジオ番組の取材をかねて, イベント

を見学した｡ ミニ・メーカー・フェアでは, UCIMC

１階の広いホールにある舞台で, 大人たちが自分たち

で作った不思議な電子楽器を必死になって演奏し (写

真１), それぞれのブースでは, 派手な手作りコスチュー

ムを展示販売し, 何に使うのか分かりにくいクラフト

やパソコンの部品で作られたアートを並べていた｡ 子

供だけでなく大人が夢中にモノ作りをとおした関係を

楽しんでいる様子が印象に残った｡ 会場には UCIMC

の活動の１つである Radical Librarian Groupがジンを

展示し, ２週間後にせまった中西部ジンフェスについ

て宣伝していた｡ そこで同グループのリゾ (Chris

Rizo) にラジオ番組への出演を依頼し, 第４回

Harukana Show (2011年４月22日) では, リゾから英

語でジンについて話を聞いた｡

リゾは, ライブラリアンの資格をとるためにイリノ

イ大学で情報学などを学んでいるときに, 図書館で一

般に扱う書籍や雑誌とは異なるジンを知った｡ 商業主

義やマスメディアのメインストリームに抗し個々人の

声を形にするメディアだという点に興味をもち,

UCIMCのラディカル・ライブラリアン・グループに

加わり, ジン・コレクションの活動に携わるようになっ

た｡ リゾはそうした自己紹介とともに, ジンの魅力と

自分たちのグループの活動, ジンフェスについて次の

ような内容を話した7)｡

｢ジンは, 出版業界のメインストリームや商業主義

には与しない独自の展開をしてきました｡ ジンは, 多

くの費用をかけず, 簡単に自分で作ることができます｡

広い流通経路はありませんが, 地域によっては独立経

営の書店やレコードショップで取り扱っています｡ メ

インストリームから排除されがちな個々人の声, その

地域, 社会に生きる人々の多様な視点, 発想, 考えが

表現されているのです｡ また, アメリカでは DIYの

大きな流れがありますが, ジンもそのひとつです｡

さまざまなテーマを扱ったジンがあります｡ もとも

とは SFのファンジンや好きなバンドについてのファ

ンジンなどから始まりました｡ 70年代, 80年代は, イ

ンディーズのバンドがセルフ・プロモーションとして

もジンを作りました｡ 最近では, よりパーソナルな人

生や暮らしを語るパージン, DIYに関するジン, たと

えば自転車の修理や, 料理, たとえばベジタリアンの

食などもよくあるテーマですね｡ 健康やセクシュアリ

ティについて , LGBT (Lesbian, Gay, Bisexual,

Transgender) などについてのジンもあります｡ あな

たが読みたいと考えるテーマについては, それに関す

るジンがたいていはあります｡

ラディカル・ライブラリアン・グループが集めたジ

ンは, UCIMCのジン・ライブラリーでいつでも閲覧

できます｡ ジンイベントに参加し自分たちが作ったジ

ンを展示, 販売しながら, いろいろなジンを集めます｡

UCIMCのライブラリーを紹介するジンを作って配り,

ジンを寄贈してくださいと呼びかけています｡ また,

いくつかの助成金を得て, 地域のいろいろなグループ

とともに, ジンを作る, 普及させるワークショップを

実施してきました｡ そうした活動が実って, いろいろ

な団体と協力して今回のミッドウエスト・ジンフェス

を開催することになりました｡ これはジンを読む, 作

ることが好きな人たちが一堂に会するイベントです｡｣

ラジオ番組の20分あまりのトークのなかでリゾは,

ジンがメインストリームに抗するメディアであると繰

り返し強調していた｡ 放送の１週間後, 中西部ジンフェ

スへ足を運んだ｡

3�2 不揃いなジンへの ｢親近感｣

UCIMCの１階ホールの会場には, U�Cからだけで
はなくイリノイ州を中心とした他地域から集まったジ

ンスタ (zinester : ジンの作り手) たちが, 20あまり

のテーブルにそれぞれのジンを並べ, 壁や天井から紐

をつり下げジンを飾っていた｡ シルクスクリーン印刷

の実演や Tシャツが販売され, ジン作りのワークショッ

プも行われていた｡ イベントの開催側もジン作家も参

加者も, 会場にいる人たちがわけへだてなく話してい

る様子は, メーカーフェアと共通していた｡ 私は, ジ

ンイベントに参加した感想を, Harukana Showのブロ

グ8) に次のように記した｡
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｢楽しみにしていたジンフェスへ行ってきました｡

昨日の Harukana Showで, 立石さんが話されていた

ような, ロンドン・ジン・シンポジウム (2005) での,

『ジンな人たち』 が結集した熱気はなく, それぞれの

ブースで, さまざまなジンの作り手と訪れた人たちが

ゆったりと時間をともにすごす, そんな土曜日でした｡

販売されているジンは, 数ドルから10ドル以上のも

のもあります｡ どれをとっても, 微妙にサイズが違う

ことが (当然かもしれませんが), 発見でした｡ ある

ジンは, 冊子の表と裏の両方から物語が始まり, 恋人

たちの異なる視点から, 微妙に心がゆれながらお話が

すすみ, 真ん中のベージで, それぞれのストリーが出

会い, ハッピーエンド, そんな作り方もありました｡

手書きもあれば, 印刷された文字も, 白黒もカラーも,

いろいろです｡ ことばだけでなく, イラストからも,

何かしら, モノ作りの空気が伝わってきました｡ 私は,

布や紙へのシルクスクリーン印刷が, 懐かしく, 見いっ

ていました｡

あるブースでは, お菓子のおまけやガラクタやそし

てキュートな冊子が入った小瓶が並んでいました｡ 私

は, 子供の頃, ザリガニ取りにいった日の思い出を絵

巻に書いて, いろいろなモノといっしょに小瓶に入れ

て, 庭に埋めたことがあったなあ, と思い出しました｡

そんな話をしたら, 『タイムマシンね！』 とブースの

お姉さんともりあがりました｡

ピンク色のジンや Tシャツも買ってしまいました｡

Harukana Album9) に, 今日の写真をアップロードしま

した｡｣ (2011年５月１日掲載)

UCIMCのジンイベントで販売されていたジンは,

市販の書籍と同じくらい完成度が高いものもあれば,

表紙から中身の紙がはみでているなど素人らしい作品

もある (写真２)｡ 手にとる人にとっては, 形が不揃

いなジンにも, かえって親近感をいだく｡ ピープマイ

ヤー (2011 : 132) は, こうしたジンの ｢不完全性と

作者自身の関与のしるしが, 読者たちをジン・コミュ

ニティへ招く｣ と述べている｡ 作家の筆跡やレイア

ウト, 紙の使い方, イラストなどから, 読者はジンス

タたちの生身にふれる感覚をいだく｡ これをピープマ

イヤーは, ｢作り手の身体性 (zinester’s body)｣ とよ

び, ジンの特質ととらえている10)｡

ダンカムもまた, ｢ジンの挿絵は, 個人的な手紙の

端っこにかかれたいたずら描きやスケッチを思わせる

もので, 親密な間柄をあらわすやり方である｣ と述べ,

ジンの世界では, ｢技術的な専門性よりも, ジンスタ

は, 作家やアーティストと彼／彼女が描いているもの

と, ジンを読んでくれる人たちのあいだの絆に重点を

おく｣ (Duncombe 2008 [1997]: 104), としてジンが

生み出す作り手と読み手の関係性に注目している｡

3�3 ���創刊―見まねでジンをつくる
ジンの作品としての敷居の低さ, 読者と作家のあい

だの親密な関係は, ジン読者を作り手に変えていく｡

ジンのクリエイターたちも, しばしばジンの作り方の

こつを伝え, こんなふうにやってみたらと励まし, ジ

ン作りについてのジンも多い (Duncombe 2008 : 130)｡

ジン読者が見まねで自分でもジンを作るようになる現

象をダンカムは, ｢エミュレーション｣ (emulation)

とよんでいる (同書：129)｡

ジンに触れると自分でも作りたくなる｡ Grassroots

Media Zineを発行する際に Harukana Showの番組サ

イトに, ｢創刊号のテーマは 『多文化接触のメディア

空間』｣ という見出しをつけて, 次にように説明して

いる (2013年９月20日掲載)｡

｢Grassroots Media Zine の創刊号ができました｡

Harukana Showを始めて２年半, その間, 番組スタッ

フの立石さんから, ジン作りについて度々お話を伺い

ました｡ また, UCIMCには, ジン・ライブラリーが

あり, ジンフェスが開かれ, さまざまなジンを見る機

会もありました｡ 作者のスピリッツや作品の肌触りが,

紙や文字やインクやデザインから伝わってくるのが,

モノとしてのジンの魅力です｡ ジンを作りたい, と考

えてきました｡

ようやく最初の一册, ジンのタイトルは, Grass-

roots Activities and Media を縮めて Grassroots Media

Zineとしました｡ ここでのメディアとは, 人と人,

情報, 場所をつなぐコミュニケーション・ツールとい

う意味です｡ 著者は Mugiko Nishikawa, 編者は Tho-
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mas Garzaです｡ 西川麦子 『多文化接触のメディア空

間―米国のコミュニティラジオから』 (西川 2013a)

をもとに, 私が英語で内容を大幅に加筆し, 写真や図

を加えました｡ トムさんが最終的な英文作成とジンの

編集, レイアウトを担当しています｡ アメリカでレター

サイズと呼ばれる紙を二つ折りにした大きさで, 本文

は18頁です｡ シャンペーンの印刷屋さんでコピー, 製

本しました｡｣ (図１)

英語によるジンを作ったのは, 自分たちの活動を

Urbana-Champaignで出会う身近な人たちに知ってほ

しかったからだ｡ 英語圏で日本語ラジオ番組を制作し

ても, その意図や活動の内容をラジオ局や UCIMCの

メンバーにもなかなか伝えられない｡ また, ロンドン

でのフィールドワークの延長線上にイリノイでのメディ

ア実践があることを, イギリスの知人へも伝えたいと

いう思いもあった｡ 英語ネイティブではなくても, フォー

マルな形がないジンなら, とりあえず, 作ってみるこ

とができそうだった｡ また, 内容については, 個人の

体験として書いてみようと考えた｡ ロンドンでの調査

から, なぜ渡米し, そこでコミュニティラジオ局の活

動に関わったのか, そこにどんな葛藤, 迷い, 発見,

驚きがあり, どのようなつながりが生まれたのか｡

GMZ 1は200部作成し, UCIMCのジン・ライブラ

リーにも納め, 当センターや WRFUのメンバー, U�
C在住の知人, イリノイ大学関係者に手渡し, いろい

ろな場面で Harukana Showについて説明する際にも

利用した11)｡ イギリスへは近況報告の手紙を添えて知

人たちへジンを送った｡

4 フィールドワークとジン

4�1 フィールドワークを紡ぎ直す

2011年よりイリノイでのコミュニティ・メディアの

活動に関わるようになり, 私が長年調査研究をしてき

た1960年代のロンドンでのコミュニティ活動や対抗文

化に, 改めて関心を深めた｡ インターネットを利用で

きない時代に, それぞれの志をもった活動家たちがど

のような媒体を作り住民に働きかけ, 人々が対面的に

出会う場を作り, 地域内外の個人や組織と連携してい

たのか｡ 10年間の取材記録を整理し, それぞれの運動

の ｢作り方｣ を, 活動家 (アクター) の視点からとら

えていきたい｡ 60年代のノッティングヒルを舞台に,

人々のインタビューをまとめた物語を, GMZに掲載

することができるだろうかと考えた｡

GMZの共同制作者のガルザは, Champaign Urbana

Immigration Forumの代表を務め, アメリカで移民問

題に取り組んでいる (西川 2014a : 120�124)｡ 渡英経
験はないが, 出身地が異なるさまざま人々が集まる60

年代のノッティングヒルやそこでの活動に関心を持ち,

GMZの制作を続けることには前向きであった｡ しか

し, 私が英語でさらに書くことに躊躇し GMZ 2の制

作に踏み出せないでいるときに, 2014年２月, スチュ

アート・ホール (Stuart Hall : 1932�2014) が亡くなっ

たことを知った｡ その２年半前に, ロンドンのホール

の自宅を訪問し２時間ちかく話を聞いた｡ そのインタ

ビューを形にすることもできないままになっているこ

とを悔いた｡ 次のジンは, ホールへのインタビューを

まとめることから始めようと決心した｡

ホールは, ノッティングヒルにおける1958年の人種

暴動とその後の英国の政治的, 社会的背景とニューレ

フトの活動について, 英語でゆっくりと私に語り聞か

せた (西川 2015 : 144�147)｡ その内容は, 続く号の
ジンで1960年代のさまざまなアクターとその活動を紹

介していくうえで, 読者にとっては当時の場所と状況

を知る分かりやすい序章となる｡ また, 私は, 人から

人へと紹介され, 60年代の活動家たちの現在も続くネッ

トワークを, それとは知らずに歩き最後にホールへた

どり着いた｡ 2011年７月にホールとどのようにして出
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会ったかを書くということは, それまでの10年にわた

る私のロンドン調査の経緯をたどり直すことになる

(西川 2015 : 143�144) と考えた｡
ホールのインタビューと当時のドキュメントを含む

英文資料をもとに, 最初に私がジンの構成を作り英文

草稿を作成した｡ これをもとに, ガルザへの口頭説明

と議論を重ね, ガルザが英文をいったん仕上げ, それ

をもとにまた何度も意見を交わした｡ 私はロンドンで

インタビューをした人々から, 60年代の活動に関わっ

た研究者たちのアカデミックな議論と住民の暮らしの

現状とのあいだの隔たりや, 学識者が使う言葉や文章

の難解さについての批判の声を聞いていた｡ ジンを作

るのであれば, フィールドワークで出会った人々が,

最後まで読みとおせる文章を書きたい｡ これが GMZ

制作において, ガルザと私が共有している基本方針だっ

た｡ ようやくできた GMZ 2の第１原稿を, 私がイン

タビューをした人々, つまりは, そのジンで描いた物

語に登場する人物たちにメールと郵便で送った｡

2014年９月, ロンドンに２週間の滞在をし, 原稿を

送った一人一人を３年ぶりに訪ねた｡ 私は, これまで

のインタビューを, 自主制作のジンを含む出版物に書

くことについて改めて説明し, 書面でも承諾を得た｡

原稿については, どの人も受け取って数日のうちに読

み, 気づいたことを率直に指摘してくれた｡ アメリカ

英語とイギリス英語の違いを含む英文の添削から, 事

実認識の誤り, 解釈の違い, 感情的な批判まで, さま

ざまなリアクションがあった (西川 2015 : 153)｡

長年の調査のなかで私は, 取材相手の自宅を訪ね,

一人一人との対話を重ねてはきた｡ しかし, 振り返っ

てみると, 話をしてくれた人は, 私が他の誰と会い,

その人が何を語ったのかを知る機会はほとんどなかっ

た｡ GMZ 2の原稿を読むことで, 私の調査の時間と

過程の全体像を改めて知り, また, 自分以外の多くの

登場人物の ｢語り｣ にふれることになる｡ そこで記憶

が甦ったり, 異なる意見を抱くこともある｡ 数年ぶり

に再会した人々が, 原稿に記された自分たちが登場す

る ｢物語｣ に触発されて, 目の前の私に向かってさら

に話し始めた｡

日本に戻ると, イギリスでえた多数のコメントをも

とに, アメリカ在住のガルザとインターネットをとお

して協議しながら, 原稿を加筆修正し, レイアウトや

写真, イラスト, ジンのサイズ, 紙, 製本等の細部を

検討した｡ ハーフレターサイズで44頁, アメリカで

300部を印刷, 製本した｡ 2014年末, GMZ 2は完成し

た (図２)｡ フィールドワークとジン作りに関わった

20人あまりの方にまずは, クリスマスカードとともに

ジンを送り届けた｡

4�2 ｢語り｣ を紙にデザインする

GMZ 2を作りながら, ３号以降では, ３人の活動

家に注目し３つのタイプの運動12) について, それぞれ

号を分けて扱おうと考えた (西川 2015 : 148�150)｡
1960年代のロンドンの対抗文化活動の旗手的存在だっ

たジョン・ホッピー・ホプキンズ ( John ‘Hoppy’

Hopkins : 1937�2015) も, その一人だった｡ 1966年に

彼が中心となってノッティングヒルでロンドン・フリー・

スクール (LFS) を設立した｡ その活動について取材

をするために, 2009年にホプキンズと初めて会った｡

この時, すでにパーキンソン病を患っていた｡ 彼は,

私からの取材が記録され, 形になり, 自分の存在が人々

の記憶のなかに残ることを望んでいた｡ 計７回にわた

る面談でホプキンズは, 60年代の対抗文化の活動だけ

でなく, 70年代以降, 彼が専門として携わったコミュ

ニティ・ビデオについても話した｡ 私は, ホプキンズ

との出会いをとおして, オルタナティブ・メディアに

ついて学び刺激を受けた｡ ホプキンズは, 不自由な手

でメールを打ち, 私のアメリカでのメディア実践を励

ましてくれた｡ 2014年９月に彼と最期に会ったときに

は, 複数の介護者が交替で24時間, 付き添っていた
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(西川 2016a : 90�92)｡
ホプキンズは, 2015年１月30日に亡くなった｡ イギ

リスのオンラインの新聞の追悼記事をとおして知った｡

GMZ 3は, ホプキンズの特集号とした｡ 彼への20時

間あまりのインタビューを繰り返し聞き, 文字に起こ

し記録を読み直した｡ 深刻な話題でもユーモアを交え

聞き手を楽しませるホプキンズの ｢語り方｣ をできる

だけ生かして編集した｡ LFSのニューズレターなど

のドキュメント, 先行文献, 他のインタビューを組み

合わせ, ジンの構成をつくり原稿を書いた｡ これをも

とに, ガルザと私がネット上で何度も議論し, 私が渡

米した際に顔を合わせて話し合い最終原稿を仕上げた｡

A4用紙76枚の長編となった｡ この原稿をロンドン在

住の関係者に送ったあと, 2015年９月に渡英し, ２週

間ロンドンに滞在した｡

ホプキンズの友人たちは, 原稿の隅々まで読み細か

くコメントをしてくれた｡ ホプキンズの話には多数の

人物が登場し, 話題が多彩に展開する｡ 当時のアンダー

グラウンドな文化活動に精通し同時代を知る人でなけ

れば分からないことも多い｡ ホプキンズの語りに登場

するが, 私が会ったことがない人物へも, 紹介者をへ

てメールで原稿を送った｡ たとえば, マイルズ

(Barry Miles : 1943�) は, ホプキンズと60年代に出版
などさまざまな活動をともにした｡ その後, 作家とな

り, 当時, 活躍したミュージシャンや作家などについ

ての多数の本を出版している｡ マイルズは, 多忙な執

筆活動のあいまに時間を作り, 二度にわたって GMZ 3

の原稿を読み, メールで貴重な指摘を書き送ってくれ

た｡

GMZ 3では, ホプキンズの語りを60年代という時

代にこだわってデザインした｡ 文章だけでなくジンの

レイアウト, フォント, イラスト, 表紙をとおしても,

ホプキンズが活躍した時代を表現した｡ 取材のなかで

撮影した写真や当時の資料を挿絵として選び, その他

に, 私が何枚かのイラストを描いた｡ 60年代のドキュ

メントと並べると, スケッチブックに手描きした鉛筆

の線や文字が, イラストとして馴染む場合もあった｡

ガルザは, 60年代のニューズレターのタイプライター

の文字や ‘International Times’ のようなアンダーグラ

ウンドの新聞で使われていた字体をイメージして, フォ

ントを選び, 全体をレイアウトした｡ 冊子のサイズは,

イギリスや日本で使われている A4とし, 本文は２段

組, 全体で70頁となった｡ 本文は白黒であるが, 表紙

はカラーにした｡ 紙は, 私が東京の印刷会社13) を訪問

し, ジンの内容とロンドンの図書館のアーカイブで手

にした60年代の紙の手触りと色を説明し, 本文と表紙

の紙を選んだ｡

こうして, 日米英を移動しフィールドワークを行い

ながらインターネットを使い編集者のガルザと議論を

重ねた｡ そしてアメリカから送られてきた最終版の

PDFを東京の印刷所へ送り, 2016年４月, GMZ 3,

500部が出来上がった (図３)｡

4�3 ジンがつなぐ縁

GMZ 3は, イギリスでお世話になった人々へ複数

部ずつ郵送した｡ 受取人たちは, それぞれの知人や関

係機関へ GMZ 3を送ってくれた｡ 2009年に私をホプ

キンズに紹介したリッチ (Adam Ritchie 1940�) は,
友人たちへメールで連絡し, 希望者に GMZ 3を手渡

し, あるいは郵送してくれた14)｡ GMZは, それまで

のフィールドワークのつながりを紡ぎ直し, そこで出

会った人々がもつ関係を伝いながら, その友人や関係

機関へ届けられた｡ また, 私がロンドンやイリノイを

訪問した際には, GMZを携え, ジンを扱う独立系書

店やレコードショップ, 図書館などを訪ねた｡

私たちが GMZ の扱いを最初に依頼した書店は,

Housmans Bookshopである｡ ハンズマンズは, 1945

年, ロンドンに設立された老舗の独立系書店 (NPO)
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である｡ King’s Crossと St. Pancras Internationalとい

う地下鉄と鉄道の駅に近く, 人が集まりやすい場所に

ある｡ 同書店がある建物は, 長年, 平和運動や, 左翼

やアナキスト・グループ, アンダーグラウンドな活動

の拠点となってきた｡ 今でも, 書店のスペースを使い,

トークイベントなどが行われ, 集会場としても利用さ

れている｡ ノッティングヒルについてのインタビュー

でも, 60年代のそれぞれの活動のなかでハンズマンズ

を集会場所として利用したという話がよくでてくる｡

GMZ 2, 3で扱った話のなかにも, この書店が活動の

重要な場所として登場する｡ 私は, 書店から配信され

るニューズメールにジンに関する情報が掲載されてい

るのをみつけ, 担当者にメールを送り, GMZを委託

販売してもらうことになった15)｡

2016年９月に渡英した際にハンズマンズを何度か訪

れた (写真３)｡ そこで, 以前, 取材をし, GMZ 2の

話のなかでも登場するが, 長年, 連絡がとれずにいた

人物とも偶然に再会した｡ 私が GMZ 2と 3を手渡し,

今後のジンで彼のインタビューや名前を掲載すること

についての許可を得た｡ 彼は, GMZ 2を開き, 仲間

に, ｢ここに書いてあるのは, 自分のことだよ！｣ と

うれしそうに見せていた｡

後日, ハンズマンズで開かれたトークイベント16) を

見学した｡ 偶然, 隣に座った人と話すなかで, 自己紹

介として GMZ 3を見せた｡ すると彼は, ｢ホッピー

(ホプキンズ) は, 自分たちのヒーローだった｣ と言

い, 60年代の思い出を私に話し始めた｡ ジンを手にとっ

た人の口から瞬間的に, 60年代とホプキンズについて

の記憶があふれだすのを聞いて驚いた｡ GMZがこの

書店の本棚にあることによって, 誰かの手に渡り, ホ

プキンズの声が人々にゆっくりと届くだろうと思った｡

2016年９月にロンドンに滞在したときには, ホプキ

ンズの親友２人と初めて会った｡ 一人は, 原稿を丁寧

に添削してくれたマイルズであり, もう一人は, 60年

代半ばからイギリスで活躍したアメリカ人レコード・

プロデューサーのボイド ( Joe Boyd, 1943�) だった｡
どちらも, 60年代について自分の経験を詳細に記した

エッセイを出版しており, GMZ 3を書くときにも重

要な参考文献となった (Miles 2003, 2010, Boyd 2006)｡

彼らと直接会って話すことによって, ホプキンズの言

葉を改めて読み直す機会となった｡

アーティストのフェザー (Stuart Feather) とも初

めて会った｡ 彼は友人にすすめられて GMZ 3を知り,

Harukana Show org. にメールで入手方法を問い合わ

せてくれた｡ このことをロンドンのリッチにメールで

伝えると, 彼は, ｢フェザーは, 1970年代の Gay Lib-

eration Frontの活動について興味深い著作を出版した

ばかりだ｣ と教えてくれた｡ また, フェザーは, リッ

チの友人の友人だということがわかり, 私のロンドン

滞在中に, 皆で会食をすることになった｡ 1971年に設

立された GLFは, ノッティングヒルを拠点に活動を

していたが, 私はそれまでの調査のなかで, 彼らのコ

ミューンやその活動についての話を, 同じ頃, 同じ地

域に活動をしていたはずの人たちから聞くことはほと

んどなかった17)｡ ホプキンズが語り残した言葉とジン

は, これまでの取材では会う機会がなかった人々のつ

ながりを私のフィールドワークにたぐり寄せることに

なった｡

日本人作者とアメリカ人編集者が悪戦苦闘して取り

組んだ60年代のロンドンを舞台としたジン作りに, 何

人もが協力をしてくれた｡ 商業出版の書籍は, 編集,

校正, レイアウト, 挿絵や装丁デザイン, 紙選び, 印

刷, 製本など, 出版までのさまざまな工程をそれぞれ

のプロが引き受ける｡ ジンは, 多くの作業をできる限

り自分たちで担い費用を低く抑えて作る｡ 出来上がっ

た作品にも, 時にはさまざまな ｢不備｣ があるが, そ

れは制作の足跡であり個性でもあり, 作者と読者のあ

いだの距離感を縮める｡

GMZの場合は, フィールドワークにおける ｢聞き

手｣ と ｢語り手｣ (インフォーマント) が, ジンに描

かれた60年代の物語においては登場人物となり, さら

にジン作りにおいては, ｢作り手｣ と ｢読み手｣ (評者)

として出会い直す｡ そこで生じる多様な対話を編み込

んで, シリーズとしての GMZを作る｡ その ｢手間｣
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のかかるプロセスが, フィールドワークにおける ｢調

査者｣ と ｢インフォーマント｣ との関係を, 読者を含

むゆるやかな議論の場に開き, さまざまな話者による

記憶と記録をつなげてゆく｡ Harukana Showにおいて

も, 毎週のトークの収録音源を編集し説明文と写真を

添えて番組のウェブサイトに掲載し, 誰でもアクセス

できる開かれたアーカイブとなっている｡ しかし, ウェ

ブサイトとジンが大きく違うのは, ジンは, それを受

け取った人の手に, 感触あるモノとして残るという点

である｡

５ コミュニケーション・ツールとしてのジン

イギリスやアメリカでの GMZの作成と頒布は, ジ

ンカルチャーを支える人々やその活動に出会う新たな

フィールドワークとなった｡ インターネットが普及し

た現代において, ジンはどのように存在し, 意味をも

つのか｡ 2015年６月のカルチュラル・タイフーンでの

｢座談会｣ のテーマであった ｢反時代的対話醸成装置

としての ZINE｣ について, 本稿の最後に, ジンカル

チャーを支える人々のネットワーク, DIY カル

チャー, 自発的表現, 顔が見える他者との接触, とい

う４つの側面から考察していく｡

5�1 ｢ジン脈｣ と場所

2015年と2016年の調査においては, シカゴやロンド

ンにある独立経営書店, レコードショップ, ジン・コ

レクションがある図書館, ジンなどの自主出版を支援

する場所や本格的な印刷・製本機械をそなえたスタジ

オなどを訪ねた18)｡ こうした場所は, さまざまな種類

のジンを手にとって見ることができるだけでなく, 人

と人とが出会い情報を交換する場ともなっている｡ そ

こにいるスタッフや関係者は, 自分でも (かつて) ジ

ン作りを楽しみ, またジンをめぐるワークショップや

ジンフェアなどのイベントに関わっている場合もある｡

GMZを見せて説明すると, ジンについて話がはずみ,

｢あの人に会うといい｣ ｢この場所へも訪ねてみたら｣

と紹介された｡

2015年９月のロンドン滞在では, まずイーストロン

ドンにある Institution of International Visual Arts

(Invia) のスチュアート・ホール・ライブラリーを訪

問した｡ ここにジン・コレクションがあることを知り,

メールで連絡をとり事前に GMZ 2を郵送していた｡

Inviaでは, スタッフが, ジン・コレクションについ

て説明し, その日, たまたまライブラリーに来ていた

アーティストのアサン (Hamja Ahsan, 1981�) を紹介
してくれた｡ 人権保護活動家であり, 自身もジンを編

集し, DIY CULTURESというイベントにも関わり,

若い世代のジンカルチャーの担い手の一人である｡ ア

サンに尋ねた｡ ｢日本でジンはクラフト的なモノ作

り／表現として若い人に広がっていたり, あるいはジ

ンとは呼ばれないけれどコミック・マーケットが盛ん

だったりしますが, それと政治的な活動は重なりにく

い気がします｡ イギリスではどうですか｡｣ アサンか

らは, ｢DIY CULUTRES では, いわゆるオタク

(Otaku) と政治 (politics) がまったく別のものとし

てではなく, 重なりながら展開していると思います｣

という応えが返ってきた｡ 英語での会話のなかで, オ

タクという単語がさりげなく使われていることに驚い

た｡

Inviaのスタッフはまた, London College of Commu-

nication (LCC) に, 規模の大きなジン・コレクション

があり, (当時の) ライブラリアンのカシア (Leila

Kassir) に話を聞くといい, と言って連絡先を教えて

くれた｡ さっそくメールを送り, LCCを訪問し, ジ

ン・コレクションを閲覧した｡ ここには, 2000あまり

のジンが収集されている｡ カシアへのインタビュー

(後述) の後, 彼女が教えてくれたのは, イーストロ

ンドンにある bookartbookshopである｡ GMZ 2を携え

この店を訪問した｡ ブック・アートを展示, 販売して

いるが, 狭い店舗の三分の一には背表紙のないジンが

本棚に並んでいる｡

経営者のペイショット (Tanya Peixoto) は GMZ 2

を見て, ｢テクスト中心のジンは, この店で扱うこと

は難しいけれど, あなたはこのジンをどうしたいの？｣

と尋ねた｡ 私は, ｢フィールドワークでさまざまな人

から話を伺い学んだことを, 誰にでも分かるかたちに

して伝えたい｡ そこからまたいろいろな人と対話をし

ていきたい｡ そういうコミュニケーション・ツールと

してジンをつくっている｡ あなたにこのジンを受け取っ

てもらえればうれしい｣ と話した19)｡ 私がそこにいた

数時間のあいだに, いろいろな人が店を訪れた｡ アー

ト系の本を見るために来た人もいれば, ロンドンの地

図があるかと尋ねる観光客や, 近所の人も立ち寄る｡

若いアーティストが, この店で扱ってほしいと作品を

見せると, ペイショットは, 作品の作り方, 価格設定

など彼女の意見を率直に述べていた｡ 夕方になるとそ

の日は店内の特別展示のオープニングパーティに関係

者が集まってきた｡

ロンドンやシカゴでも, ジンに関わる場所で出会っ
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た人々は, 私が突然に訪問したにもかかわらず時間を

割いて, 彼らの活動について話し, ペイショットのよ

うに真剣に私に問いかけてくれた｡ ジンはさまざまな

種類があり, それを扱う場所や活動の意図は一様では

ないが, ジンを展示, 販売するだけでなく, 情報や道

具やスペースや経験をシェアし, そこに集まる人々が

交流する場となっている｡

2015年のカルチュラル・タイフーンの ｢座談会｣ で,

諫山三武 (『未知の駅』 編集長) は, ｢ZINEづくりと

は, 自分の興味関心から生まれた ZINEが中心となり,

その周りに集う読者・制作者・賛同者のゆるやかな,

顔が見える規模の, 『自分の友達の友達』 くらいの,

小さなネットワーク (地図) を作る行為｣20) だと話し

た｡ ロンドンやシカゴにおいても, ジンカルチャーに

関わる人々がそれぞれに, 諫山がいう顔が見える ｢地

図｣ を作りながら, 一方で SNSなどを活用していろ

いろな ｢地図｣ が連なり重なる草の根のつながりをひ

ろげている｡ そうした人と情報のネットワークのなか

で, ジンや本作りのワークショップが開催され, 規模

の大きなジンフェアなどを成功させている｡ ジンが好

きな人々のあいだの ｢ジン脈｣ とそれを結ぶ場所とが,

現在のジンカルチャーを支えている｡

5�2 DIYカルチャーへの志向

｢なぜ, 今, ジンなのか｣ という問いにたいして,

ジンカルチャーを支える人々は, 時には, 商業主義や

メインストリームを批判し, 時には, SNSやデジタ

ルな作品とは違う, モノとしてジンの面白さを強調し,

それは今日の DIYカルチャーへの志向と重なると説

明する｡ LCCのジン・コレクションの設置に関わっ

たカシアは, 現在のジンをめぐる状況をわかりやすく

説明している｡ 2015年９月16日, LCCのライブラリー

の前で, カシアはジンが入った箱を抱えて現れた｡ 学

生たちがいるロビーのソファーに座って, 事前に送っ

た私からの質問21) に応えるかたちで, 次のような内容

の話をしてくれた｡

｢LCCは, かつては London School of Printingと呼

ばれた学校でした｡ 印刷に関しては長い教育の蓄積が

あります｡ 今でも, デザインとメディア, 印刷につい

て重点的に学ぶことができます｡ ライブラリーにも印

刷をめぐる500年ほどの歴史をたどる貴重な資料を集

めたアーカイブがあります｡ しかし, 一般の人々が発

信する印刷物の収集はあまり行われていませんでした｡

そこで, 2009年からジンの収集を始めました｡

かつては, インディペンデントなレコードショップ

や書店がジンを扱っていました｡ 私が10歳代の頃は,

パンクのライブにゆくと会場で１ポンドでファンジン

が売られていました｡ しかし, 80年代, 90年代に, そ

うしたお店が次々閉店し, 数が少なくなりました｡ そ

こでジンをとおして交流する場を多くもたない現代の

ジンの作り手が, 自分たちでジンフェアを企画, 実施

するようになりました｡ たとえば, 現在でしたら,

DIY CULTURESなどのイベントが毎年開催されてい

ます｡

この図書館のジン・コレクションにあるジンも, そ

うしたフェアで収集し, またオンラインでも入手して

います｡ 現在でも, いくつかの本屋さんではジンを扱っ

ていますし, またこうしたジンを持ち込み, 寄贈して

くれることもあります｡ この図書館にあるジンは, 70

年代後半から現在のものまで, 種類はさまざまです｡

ジンの基本情報を入力して検索できるデーターベース

を作っていますが, たくさんのジンをとくに分類はし

ていません｡

最近のジンは, 政治関連であっても, より大きな政

治というよりも, アイデンティティ・ポリティックス

(identity politics) に関するものが多いです｡ フェミ

ニズム, ジェンダー, セクシュアリティに関するもの,

クイアジン (queerzine), ゲイジン (gayzine) などで

す｡ また, パージン (perzine) も多数あります｡ よ

りパーソナルなジンです｡ 自分の好きな食べ物や料理

などから環境, ライフスタイルに関して, 精神的な病

気, 摂食障害についてなど, パージンと呼ばれるもの

の範囲はさまざまです｡

パソコンとインターネットが普及し, 紙媒体の印刷

物は消滅するだろう, と言われたこともあります｡ と

ころが, 紙媒体への関心は薄くなるどころか, あえて

紙にこだわる人は少なくありません｡ ジン作りも, 自

分の手で作る面白さ, 手触り, 紙だから伝わる温もり,

親密さ (intimacy) があります｡ 手で作り, 手渡しす

る｡ DIY への関心が, 現在のジン作りの流れにはあ

ります｡

若い人たちでも, パソコンを使わず, あるいはプリ

ントアウトしても, それをわざわざハサミで切って,

写真などとともに紙に貼り付け, コピーする, そんな

ジンを作る人もいます｡ 70年代, 80年代には, 他に選

択肢がなかったからですが, 現在でも, その手作り感

にこだわり, 楽しんでいる｡ しかし, そうした人たち

がインターネットを利用していないわけではありませ

ん｡ 自分のサイトをもち, SNSを使い, しかし, そ

れとは別にジンも作る｡ 発行部数は, 100, 200といっ
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たものから20より少ない場合もあります｡ いずれにせ

よ, 儲けることを目的にしているわけではありません｡

LCCでは, 商業デザインを学ぶ１年生が受講する

ジン・プロジェクトでは, 200人あまりの学生たちが

課題としてジンを作ります｡ ジン制作についても講義

を受けますが, しかし, ジンとはそもそも決まった形

はなく, 授業のなかで学んできたデザインのルールと

いったものを, ジンでは気にしない, あるいは通用し

ないので, 学生たちは, たくさんのジンを手にとって

見ても, それらがそのまま手本になるわけではなく,

自分がジンを作るときには, 自分で考えなければなら

ない｡ 何のために, どんな素材で, どのように作るの

か｡ それは刺激的な経験です｡｣

カシアの話は, 現在のイギリス (あるいはロンドン)

のジンをめぐる状況についてだけでなく, ｢紙という

物をとおした表現, ジンがもつ心身に呼びかける力の

ようなもの｣ を改めて考えさせる｡ Harukana Showの

なかで立石は, 自分のジン制作やそれをめぐるさまざ

まな出会いの話をしてきた｡ そこで強調してきたこと

も, 自らが描き, 編集し, パソコンと身近な文房具を

使いながら仕上げていく DIYなジン作りの魅力であ

り, またコピーした冊子を綴じる作業などへの参加を

周囲に呼びかけ一緒にジン作りの工程を楽しむ面白さ

である｡ それは紙の上での表現に限らず, Tシャツや

布袋へのシルクスクリーン印刷へとひろがり, また,

それらを携えて書店や音楽ライブのイベントへも参加

するというかたちに展開している｡

ジンの作り手は, また自らのブログをもち SNSを

駆使し日々の営みをインターネット上で伝えながら,

しかし, モノ作りにこだわり, またイベントなどでの

会場で, ジンをとおして人と出会う場面を大切にして

いる｡ それは, 私がこれまで見てきたイリノイの

UCIMCで開催されたミニ・メーカー・フェアやジン

フェス, ロンドンの ICA で開催された Artist Self-

Publishers’ Fair (写真４) などにおいて, 作り手, 参

加者, イベント関係者がへだたりなく, モノ作りをめ

ぐるエピソードをあれこれ語り合う様子にも共通して

いるのではないかと思う｡

5�3 自発的な表現行為

ジン作りには, 身近な紙と文具を使い自分で工夫し

て作り上げる面白さがあり, ジンに関心をもつ人々の

対面的な関係をつなぐネットワークが現在のジンカル

チャーを支えている｡ だとしても, 人は, なぜジンを

作るのだろうか｡

ヴェイグ (Tom Vague) は, 1970年代末から発行し

ているジン ‘VAUGE’ のタイトルであり, 彼のペンネー

ムでもある｡ もともとは, パンクロックやフットボー

ルに関心をもちファンジンを作っていたが, ノッティ

ングヒルの地域史, アンダーグラウンドな文化活動,

あるいはポップ・カルチャー史に関心をもちテーマを

広げながら今日まで ‘VAUGE’ を発行してきた｡ トム・

ヴェイグとは, 2008年にノッティングヒルの60年代の

調査のなかで知り合い, 渡英すると会い情報を交換し

てきた｡ 2015年９月にヴェイグに会った時に, こんな

話をしてくれた22)｡ ベテランのジンスタであるヴェイ

グは, 最近では, ジンについてのイベントにもよく招

かれる｡ あるイベントで話し終えた後, 参加者から,

｢SNSについてどう思うか｡ 私は, ファンジンはもっ

とラディカルなメディアであって, Facebookは自堕

落 (self-indulgent) に思える｣ と問いかけられた｡ ヴェ

イグは, SNSをあまり活用していないが, 次のよう

に応えたという｡ ｢私たちがファンジンを作り始めた

ときも, (1970年代に) ゼロックスの機械を使い写真

を貼ってコピーすることは, 新しいことでした｡ その

時々に可能な方法やメディアを利用していく営み自体

は, ソーシャルメディアもファンジンも同じことだと

思います｡｣ ヴェィグはさらに私に, ｢ファンジンもま

た, パーソナル・オブセッション (personal obses-

sions) に過ぎない｣ と自分の意見を付け加えた｡

パーソナル・オブセッションとは, 脅迫観念から,

妄想, 執着, こだわり, 愛着, あるいは原語の意味か

らははずれるが, マイブームなど幅広い意味にとらえ

ることができるが, ヴェイグがいうジン作りの原点は,

誰かに頼まれるわけでもなく, 自分の思い入れやパッ

ションから始まる行為だということではないか｡ 立石

(2016 : 79) は, ｢『ZINE』 は名詞というよりもむしろ

動詞のようなものとして, あるアイディアなり好奇心

なり切実な訴えなどを, 何らかのカタチにして人に伝
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える行為そのものをひろく捉えるコンセプトになりう

るのではないかと思う｣ と述べている｡

5�4 顔が見える他者をつなぐ

ジン作りは, その人の自発的なアクションであり,

ジンには作り手の, その時々の思いが, 文章やイラス

トやレイアウトや冊子の綴じ方に表現され, ピープマ

イヤーがいう作り手の ｢身体性｣ を残す｡ しかし, ジ

ンは, 閉じた世界のなかでの表現ではなく, 作者の身

体からいったん切り離されたモノとして存在し, 他者

に引き渡される｡ ｢手頃な大きさの｣ モノとして人の

手から手へと渡るという感覚は, インターネットのな

かでのやりとりとは異なる｡ ジンには, 作者の思い入

れとモノとしての感触がある｡ ジンフェアやジン作り

のワークショップでは, 参加者がジンを並べたそれぞ

れのブースや作業机を囲んでジンを手に取った感想を

伝え合う距離の近さを楽しんでいる23)｡

現在の私たちの暮らしのなかでは, しかし, 紙媒体

のジンと, インターネットの世界とが断絶したもので

はなく, 目的や状況によって使い分けられている｡

2016年11月の Harukana Showのなかで, Urbana Free

Libraryでジン作りのワークショップ24) が開催され,

また, ミズーリ州にある St. Louis Public Libraryでは

ジン・コレクション25) が設置されたと伝え, ｢アメリ

カの地域の図書館がどうして今, ジンに注目している

のだろう｣ と話題にしたことがある｡ そこで, 番組ス

タッフであり, アメリカの大学図書館に勤務する小牧

龍太が, 図書館という場所も利用者のニーズの変化に

あわせて, 少しずつ変わってきているという次のよう

な内容の話をした26)｡

｢今の図書館は, かつてのような 『本』 を読む場所

とは限らない｡ 本自体がデジタル化されているし, ま

た人々は本よりインターネットから情報を得るように

なり, パソコンやインターネットを使うために図書館

へ来る人も多くなっています｡ 図書館も, 利用者のニー

ズに応えながら, 情報収集にとどまらず, 物作りや

(たとえば, ファブラボ) や映像制作による情報発信,

アートとしての自己表現, などもできる場所へと少し

ずつ変わってきています｡ ジンは, 地元情報をはじめ,

扱う領域の幅広さ, 簡単に作れる手頃さという点にお

いて, 地域の図書館にとって便利な媒体です｡ 小さな

メディアだからこそ, 地域にふれる媒体となります｡

また特殊な材料や器具を必要とせず, 紙と筆記具とハ

サミとホッチキスがあればよい｡ もう少し材料, 機材

をそろえて, 図書館でワークショップを開催し, わい

わい言いながらみんなで作ることもできます｡｣

パソコンとインターネットの普及で, 私たちは, 個

人が随時に多様な情報を得ることができ, また, 自分

を表現し伝えるという行為を, SNSなどを利用して

より多くの人が身近に体験して, ｢自分を語る｣ こと

への動機も多様化した｡ さまざまな選択肢があるなか,

ジンを作るには, 手間もかかり, そのうえ流通経路も

限られている｡ ジンをどうやって人に見せるか渡すか,

届けるか, その方法を自分で探さなければならない｡

人に届けるという行為やそのための場面や場所作りも

また, ジンにまつわる DIYな関係作りである｡ そう

した作り届けるプロセスをへて, ジンは, ｢顔が見え

る他者｣ を引き寄せるメディアとなり, それが, SNS

隆盛の時代に世界で広がりをみせるジンがもつ魅力と

もなっている｡

謝辞

フィールドワークとメディア実践, GMZ作りと頒

布をとおして多くの方々と出会い, 暖かい支援とアド

バイスを受けました｡ 全てのお名前をあげることがで

きませんが, 心から感謝しております｡ ここに一部の

方々と団体のお名前を記させていただきます｡ Hamja

Ahsan, Kathryn La Barre, Joe Boyd, Andrew Burgin,

Nicholas Brown, Neville Collins, Stuart Feather,���������Fontier, Beryl Foster, Thomas Garza, Leila

Kassir, Catherine Hall, Stuart Hall, Bill Hethesingten,

諫山三武 , John ‘Hoppy’ Hopkins, 小牧龍太 , David

Mason, Barry Miles, 小笠原博毅, Jan O’Malley, John

O’Malley, Tanya Pexioto, Michael Rustin, Adam Ritchie,

Chris Rizo, 立石尚史, Tom Vague, 山住貴志,

Bookartbookshop, Chicago Publishing Resource Center,

Housmans Bookshop, Irregular Rhythm Asylum, London

Centre for Book Arts, London Print Studio, Quimby’s

Bookstore, Urbana-Champaign Independent Media

Centre.

注

1) たとえば, 1990年代にはライオット・ガール (riot

grrrl) と呼ばれた女性パンクロック活動とフェミニズ

ムの流れから展開したガール・ジンが隆盛した (ピー

プマイヤー 2011 [2009], 大垣 2005, Darms 2013, 参

照)｡ また, イギリスのフットボールのファンジンの

ように, 地域に根ざした複雑なアイデンティティの政

治を反映したものもある (小笠原 2016, 参照)｡

2) ｢En-Zine (Zineの輪)：反時代的対話醸成装置｣ は,

小笠原博毅 (神戸大学) の司会のもと, 諫山三武

(『未知の駅』 編集人), 立石尚史 (『Football Activist』
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制作人), 西川麦子 (‘Grassroots Media Zine’ ライター)

が, それぞれの Zine制作をめぐる活動, 読者や関係

者からの反響やコミュニケーション, Zineと自分と

の距離感, Zineのとらえ方などについて話した｡ 座

談会の収録音源を編集して Harukana Showでも放送

し, 音声とともに, ４人それぞれの文章を添えて番組

サイトに掲載している｡ [Harukana Show Podcast, No.

222�225, En-Zineトーク (1)～(4)]

3) WRFUは低出力のラジオ局であり, 半径10 kmほど

の範囲に電波が届き, 12万人あまりの住民がラジオか

ら受信できる｡ また, 2016年１月からは, インターネッ

トによるストリーム配信も開始した｡ wrfu.netにアク

セスすれば, 世界中から WRFUのラジオ番組の生放

送を聞くことができるようになった｡ Harukana Show

は, 2017年１月末までに306回の番組放送を重ね, こ

れまで日米を中心にさまざまなゲストを迎えることが

できた｡ (西川 2012, 2013a, 2013b, 2013c, 2014a,

2014c, 2016c, 参照)

4) Harukana Showでは, DIYカルチャーを, 大量生産・

消費のライフスタイルを見直し, クリエイティブな暮

らし方, 生き方の経験や知恵や方法を, 他者とシェア

しながら楽しむ, という意味でとらえている｡

5) グラスルーツ・メディア・プロジェクトについては,

Grassroots Media Zineのウェブサイトを参照｡

6) 甲南大学文学部社会学科の専門科目 ｢フィールドワー

ク研究｣ では, 受講生たちは学外で行った取材をもと

に各自がジンを制作し, これらを教室に並べて読み合

う ｢ジン大会｣ を実施する (注23参照)｡ ｢メディア文

化論｣ では, 地域メディアについて学び, ｢ひがしな

だコミュニティ・メディア｣ (神戸市東灘区の地域メ

ディア, NPO) と UCIMCのWRFU-LPと連携した授

業をすすめている｡ 受講生たちは２つの班に分かれ,

HCM の Media Rocco の定期配信の動画番組か

Harukana Showのラジオ番組を制作し, 実際にユース

トリーム配信やラジオ放送に参加し, 実践をとおして

オルタナティブ・メディアの可能性を考える｡

7) Chris Rizo へのインタビューの抄訳は Harukana

Showのブログに掲載している｡ ｢Blog : Chrisさんの

インタビュー (April 22, 2011) Zine : メインストリー

ムに抗するメディア｣ Nov. 20, 2016

8) ｢ゆったり Zineな土曜日～Midewst Zine Fest@IMC｣,

Harukana Show Old Blog, May 1, 2011

9) ｢Midwest Zine Fest, April 30, 2011｣, Harukana Show

Albums

10) ｢しばしば作者の手書き文字が組み込まれ, そこに

はハサミでおおざっぱに切った跡, 文章, 図をページ

に貼りつけるテープの線がある｡ そのジンスタの身体

性―ジン制作に取り組む実際の肉体的行為―は目には

明らかで｣, ｢ジン作者とジン読者の身体を引き合わせ

る一種の肉体的関係 (corporeal connection) をも作り

出す｣ (ピープマイヤー 2011：132)｡

11) GMZ 1の PDF版を, 各章日本語の要約をつけて,

Harukana Show のサイトにもアップロードした

(Harukana Show Zine & Paper参照)｡

12) 一つは, ジョージ・クラークによる ｢コミュニティ｣

活動である｡ 住民構成が多様で流動的な地域において,

とりあえず地理的な範囲を設定しこれを基盤にした住

民組織を作り, コミュニティ意識を育みながら地域を

つくる｡ もう一つは, ジョン・ホッピー・ホプキンズ

が手がけたような ｢情報のネットワークの形成とイベ

ント開催｣ 型の活動であり, 集団の形成や維持を目的

にするのではなく, あるアイディアに共感する人々が,

資金, 知恵, 経験, 労力を出し合い, 協働してイベン

トやプロジェクトを実施し, そこでの参加者の出会い

を次の活動へと活かす｡ そして三つめが, ベリル・フォ

スターが関わったような ｢当事者が抱える問題の可視

化と共有, 解決への取り組み｣ であり, 住民たちが問

題を認識し, その改善, 解決に向けて議論, 交渉, 抗

議し直接行動を起こす運動の進め方である (西川

2015 : 151�152)
13) イニュニックは, インターネットで発注できるオン

デマンドの印刷会社である｡ ホームページの随所に記

されている印刷をめぐるエッセイや印刷用語解説に興

味をもち, 印刷をめぐる文化を発信する会社の ｢印刷

コンシェルジェ｣ に会い, GMZ 3について直接説明

して紙を選んでもらいたいと考え, 連絡をとった｡ イ

ニュニックを訪問し, ここで作られたユニークな雑誌

や本, 印刷物を手にとり, 工場を見学させてもらった｡

この体験は, 2016年９月にロンドンで, ジンを扱う場

所だけでなく, ジンなど自主制作出版物を作る印刷,

製本機械をそなえた場所をみたいという関心へとつな

がった｡

14) 日本からリッチへは, 80部の GMZ 3を送った｡ リッ

チが, ジンを受け取った友人たちから寄付を募り, こ

れにより日本からイギリスへの郵送費をまかなうこと

ことができた｡

15) Housmans Bookshopへは, 2015年に GMZ 2を10部,

2016年に GMZ 3を60部送った｡ この書店は, 2016年

には地下を改造し古本売場を拡大した｡ 筆者が2016年

９月に訪問したときには, キャサリン・ホールや故ス

チュアート・ホールの蔵書の一部が寄贈されここで扱

われていた｡ ジンコーナーも, 地下に移動し, A4版

の GMZ 3は本棚の最下段にまとめて平積みされてい

た (写真３)｡ ハンズマンズ書店や, アメリカのシカ

ゴにある多くのジンを扱う Quimby’s Bookstoreでも,

委託販売の売り上げは, 書店と依頼者のあいだで折半

する契約である｡

16) 2016年９月15日 Housmans Bookshopで開催された

Heathcote Williams, ‘Brexit Boris : From Mayor to

Nightmare’ 出版記念トークイベント｡

17) 2016年９月17日, ノッティングヒルにあるフェザー

の自宅を訪ね, インタビューを行った｡ フェザーの話

によると, 1971年に Gay Liberation Frontを設立する

時にもまず, ハンズマンズ書店の建物内に事務所を借

りて, その後ノッティングヒルに活動の拠点を移した｡

ホプキンズがロンドン・フリー・スクールを設立した

際と, 運動の始め方が似ており興味深い｡

18) 2015年と2016年の８月と９月に, 下記の場所を訪問
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した｡ イギリス, ロンドンの, Institute of International

Visual Arts (Invia) の Stuart Hall Library, London Col-

lege of Communication (University of the Arts of Lon-

don) の図書館, ICA (Institution of Contemporary

Arts) で2016年９月10日に開催された Artist Self-

Publishers’ Fair, Housmans Bookshop, bookartbookshop,

ROUGH TRADE, London Print Studio, London Centre

for Book Arts, アメリカ, シカゴの Quimby’s Book-

store, CHIPRC (Chicago Publishing Resource Center),

アーバナの Urbana Champaign Independent Media Cen-

ter内のジン・ライブラリーなどである｡ そこでの取

材の詳細は, Harukana Showのブログに, ロンドンか

ら Zineレポート (1)～(8), イリノイから Zineレポー

ト (1)～(3) として, 文章と写真を添えて報告してい

る｡

19) GMZ 3で特集を組んだ故ホプキンズ ( John ‘Hoppy’

Hopkins) は, 私とのインタビューのなかで自らをアー

ティスト称していたので, ブックアートブックショッ

プを訪れるようなアートに関心をもつ人々に手にとっ

てもらいたいと考え, 装丁やレイアウト, イラスト,

フォントなどを工夫した｡ 2016年４月に GMZ 3を発

行してすぐに, ブックアートブックショップには, 日

本から３冊郵送した｡ 2016年９月に予告せずにこの店

を訪ねると, GMZ 3が, 表紙が見えやすいように立

てかけて展示されていた｡ ペイショットは, ｢来た人

に手に取って見てもらえるようにそこに置いたわ｡ ま

だ, 誰も買った人はいないけれど｣ と言い, それから

またいろいろな話をしてくれた｡

20) Harukana Show Podcast No. 224, July 10, 2015｡

21) カシアには, 事前にメールで５つの質問を送った｡

①大学図書館になぜジン・コレクションを作ろうと考

えたのか｡ ②市販の書籍のような流通経路がないジン

をどうやって収集したのか｡ ③図書館ではジンをどの

ように分類しているのか｡ ④最近のジンの傾向や流行

はあるか｡ ⑤大学の授業ではどのようにジン・コレク

ションを利用しているのか｡

22) ｢Blog : ロンドンから Zine レポート (3) ROUGH

TRADE & Fanzine, ‘Vague’, Sept 17, 2015｣

23) 甲南大学文学部社会学科の ｢フィールドワーク研究｣

の授業では, 対話を生みだすジンの特性を活かした

｢ジン大会｣ を行う (注６)｡ 学生が制作した一つ一つ

のジン作品は, 取材内容も大きさや形もレイアウトも

色も紙の種類もさまざまである｡ それぞれのジンの横

には白い紙をおき, 読んだ人が感想を書いていく｡ 参

加者は他人が作った多数の手作り作品を読み, その多

様性に驚き, 巧い下手はあるけれど, その思い入れに

触れ, 感動したり, 驚いたり, あるいは, 手抜きを見

抜く｡ 自分の作品へのコメントを緊張して読み, 書い

てくれた人の心遣いに感謝し, これだけ時間をかけて

やってよかったなあと思い, また伝えられなかったこ

とについて悔しさがこみ上げたりする｡ こうしたやり

とりのなかで, 調査によって情報を得るだけでなく,

それを形にして ｢伝える｣ ことを意識する｡ なかには,

提出したジンを返して欲しいと申し出る人もいる｡ 話

しをしてくれた祖父に, 妹に, 大切な誰かにプレゼン

トするのだという｡

24) Urbana Free Libraryにおいて, Zine作りワークショッ

プ “Telling Our Stories : Make a Zine !” が 2016年11

月７日, 14日に開催された｡

25) St. Louis Public Libraryのジン・コレクションが,

2016年10月13日にオープンした｡

26) Harukana Show Podcast, No. 296, Nov. 18, 2016
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・2016, ‘Grassroots Media Zine’, No. 3, Harukashow Org.

Urbana Champaign Independent Media Center Library

・“A pocket guide to the Urbana-Champaign Independent

Media Center Library”, UCIMC Library

Harukana Show Website

Harukana Albums :

http : // harukanashow.org / archive / HARUKANA_SHOW /

Harukana_Albums / Harukana_Albums.html

・ ｢Midwest Zine Fest, April 30, 2011｣

Harukana Show Blog：http : // harukanashow.org / archives /

category / mugi-chan-blog

西川麦子

・ ｢Blog : ロンドンから Zine レポート (1) Stuart Hall

Library, Invia & Housmans Bookshop, Sept. 11, 2015｣

・ ｢Blog : ロンドンから Zineレポート (2) London Col-

lege of Communication の Zine Collection, Sept. 16,

2015｣

・ ｢Blog : ロンドンから Zine レポート (3) ROUGH

TRADE & Fanzine, “Vague”, Sept. 17, 2015｣

・ ｢ Blog : ロ ン ド ン か ら Zine レ ポ ー ト (4)

Bookartbookshop, Sept. 18, 2015｣

・ ｢Blog : イリノイから Zine レポート (1) Quimby’s

Bookstore : Zine が生き生きと並ぶ , Chicago, Aug. 7,

西川 麦子：現代のコミュニケーション・ツールとしての ZINE 65



2016｣

・ ｢Blog : イリノイから Zine レポート (2) CHIPRC,

Zine Cultureをはぐくむ草の根の活動, Chicago, Aug.

7, 2016｣

・ ｢Blog : イリノイから Zineレポート (3) Champaign-

Urbana でゆるやかなジンつながり , Aug. 21 & 23,

2016｣

・ ｢Blog : ロンドンから Zineレポート (5) Housmans

Bookshop & Bookartbookshop, Spet. 9, 2016｣

・ ｢Blog : ロンドンから Zineレポート (6) Artist Self-

Publishers’ Fair, Sept. 10, 2016｣

・ ｢Blog : ロンドンから Zineレポート (7) GMZ#3が

つなぐ縁, Sept. 11�19, 2016｣

・ ｢Blog : ロンドンから Zine レポート (8) London

Print Studio & London Centre of Book Arts, Sept. 20,

2016｣

・ ｢Blog : Chris さんのインタビュー (April 22, 2011)

Zine : メインストリームに抗するメディア｣ Nov. 20,

2016

Harukana Show Old Blog：

http : // harukanashow.org / archive / HARUKANA_SHOW /

Mugi-chan_blog / Mugi-chan_blog.html

・ ｢ゆったり Zineな土曜日～Midewst Zine Fest@IMC｣

May 1, 2011

Harukana Show Podcast： http : // harukanashow.org / ar-

chives / category / harukana-show-podcast

・ ｢No. 4�1, April 22, 2011アメリカの Zineとは？｣

・ ｢No. 209, March 27, 2015, レコードショップに Zine

があった頃 with Tom-san｣

・ ｢No. 222, June 26, 2015, En-Zineトーク (1) Tateishi

さんの ZINEな生き方｣

・ ｢No. 223, July 3, 2015, En-Zineトーク (2) 途中を形

にして共有する with Mugiko｣

・ ｢No. 224, July 10, 2015, En-Zineトーク (3) もう１

つの生き方, やり方 with Sabu-san｣

・ ｢No. 225, July 17, 2015, En-Zineトーク (4) スコッ

トランド, グラスゴーでファンジンの世界に出会う

with Ogasawara-san｣

・ ｢No. 270, May 20, 2016, GMZ#3 物語 (1) 『印刷コ

ンシェルジェ』 に会いに東京へ, イニュニック訪問｣

・ ｢No. 271, May 27, 2016, 『アメリカーナ』, GMZ#3

物語 (2) Zineの歩き方｣

・ ｢No. 287, Sspt. 16, 2016, Zine collectionをライブラリー

する with Kathryn｣

・ ｢No. 296, Nov. 18, 2016, HSリバイバル (No. 4), 今

こそ Zine, with Chris｣

Harukana Show Zine & Paper：http : // harukanashow.org /

archives / category / zinereport

・ ｢Grassroots Media Zine#1 (in English): A Media

Space for Cultural Exchange｣ Sept. 20, 2013

・ ｢Grassroots Media Zine創刊号｣ Sept. 20, 2013

・ ｢Grassroots Media Zine#2 (in English): an Interview

with the late Prof. Stuart Hall｣ April. 20, 2014

URL

・bookartbookshop : http : // www.bookartbookshop.com

・Champaign Urbana Immigration Forum：http : // immi-

gration-forum.blogspot.jp

・Chicago Publishers Resource Center (CHIPRC): http : //

chiprc.org

・Grassroots Media Zine : http : // grassrootsmediazine.org /

・Barnard Zine Library : https : // zines.barnard.edu

・DIY CULTURES: http : // diycultures.tumblr.com

・Harukana Show: http : // harukanashow.org /

・Housmans : http : // www.housmans.com

・イニュニック：https : // inuuniq.co.jp

・Institute of Contemporary Arts : https : // www.ica.org.uk

・LCC Collections and Archives : http : // www.arts.ac.uk /

study-at-ual / library-services / collections-and-archives /

london-college-of-communication /

・London Centre for Book Arts : http : // www.

londonbookarts.org

・London Print Studio : http : // www.londonprintstudio.org.

uk

・Media Rocco : http : // mediarocco.jp

・Quimby’s Bookstore : http : // www.quimbys.com

・Stuart Hall Library : http : // www.iniva.org / library

・Urbana Champaign Independent Media Center : http : //

www.ucimc.org

・VAGUE: http : // tomvague.co.uk

・WRFU-LP 104.5 FM: http : // www.wrfu.net

・Zine at the Brooklyn College Library : https : //

brooklyncollegezines.commons.gc.cuny.edu

・Zine Libraries : https : // zines.barnard.edu / zine-libraries

*Websiteの最終アクセスは全て2016年12月17日
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